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１ 概要 

（１）件名 

井手町におけるデジタル技術を活用した観光案内機能強化の取組に係る情

報提供依頼 

 

（２）趣旨・目的 

本町は、古くから和歌や物語に描かれた「ゆかりの場所」や「旧跡」とい

った歴史の面影が随所に残された町であり、これまでまちの自然・歴史・文

化資源を活かした観光交流を推進してきたところです。 

本情報提供依頼は、ＳＮＳやＩＣＴ・ＡＩ技術の普及を背景に、観光地に

おける誘客方法やサービスが多様化する中、井手町において周遊観光を促進

するために有用なデジタル技術を活用した製品、サービス等の情報を収集し、

効果的に観光案内機能強化を行うための情報の提供を依頼するものです。 

 

 

２ 井手町の現状 

本町では、第５次井手町総合計画において、今後、国道 24号城陽井手木津川

バイパスの整備に合わせ、新たな交流拠点となる「道の駅」の整備を進めると

ともに、魅力ある本町の資源を活かし、魅力ある産業・文化・交流を創り出す

ことによって、交流人口の増加を目指すこととしております。 

 

（１）井手町の歴史 

  京都と奈良の二つの古都の中ほどに位置し、古

来より交通の要所であった井手町は自然と歴史と

文化が香る町です。 

  奈良時代には橘諸兄が別業や氏寺を建て、玉井

頓営もおかれました。以来、いでの里は橘氏のふ

るさととして、多くの遺跡を今に伝えています。 

  平安時代になると、玉川の山吹と蛙が有名にな

り、多くの古典文学に登場します。 

  「平成の名水百選」に選ばれた玉川は、春にな

ると 500 本のソメイヨシノが桜のトンネルをつく

り、桜のあとは、山吹が堤を黄金色に染め、人々の心のやすらぎと活動の息

吹をあたえてくれます。 

  町内の歴史・文化資源、観光地の情報は別紙１のとおり。 

 

（２）井手町内の状況 

  関西文化学術研究都市に近接し、京都・奈良・大阪に囲まれた井手町は、

どの都市へもアクセスが良好です。 
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  令和５年３月にはＪＲ奈良線高速化・複線化事業の第二期事業が開業し、

新たにＪＲ藤森～宇治、新田～城陽、山城多賀～玉水間（約 14km）が複線化

され、これによりさらに各地への所要時間が短くなりました。 

  令和５年７月には井手町役場の庁舎移転が行われ、同年９月には新庁舎に

隣接する将来道の駅としての整備を予定している地域振興交流拠点施設「テ

オテラスいで」が開業、令和６年６月にはＪＲ山城多賀駅前西側に、スーパ

ーマーケットやドラッグストアなどの複合商業施設「イデフル」が開業し、

近年町の状況が大きく変わりつつあります。 

  今後は新名神高速道路が全線開通する見通しであり、井手町を縦貫して新

名神高速道路に接続する幹線道路「国道 24号城陽井手木津川バイパス」につ

いても整備が進められているところであり、これらが完成すると、より多く

の方々に井手町を訪れていただく機会が増えることが予想されます。 

 

（３）観光振興の課題 

  以下のような理由から、町内外の人々に町内を周遊していただけるような

環境が整っていないと認識しています。 

・井手町には、数多くの歴史・文化資源が多く存在しますが、町内にバラバ

ラに位置しており、他の市町村の資源と比較して町内外の人々に強い印象

を与えることができておらず、その魅力を十分に伝えられていません。 

・駅前や主要な観光地の近くに町内の観光案内地図を設置していますが、地

図の更新には労力も経費も必要となり、町内の施設や道路状況などの変化

が多い中、情報の鮮度や地図更新のタイミングが問題となっています。 

・観光地の多くには沿革などを解説する案内板が設置されていますが、規格

がバラバラで、内容も当該観光地の紹介にとどまり、周辺の観光地や飲食

店等へ誘導するようなものになっていません。 

・井手町のホームページでは、町内の施設や観光地の簡単な紹介を行ってい

ます。また、観光情報を発信する町単独で運営しているアプリはありませ

ん。（別に山背古道アプリを城陽市・井手町・木津川市の協議会で運営。） 

 

 
駅前の観光案内板 観光地の案内板例 
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３ 情報提供の依頼内容    

情報提供に当たっては、既存の資料、パンフレット等を活用の上、次に掲

げる内容について、電子データ、資料等をご提供ください。 

（１）製品及びサービス等の概要（パンフレット等） 

   ※工事やシステム整備が伴う内容でも可 

（２）導入・実施までの概要（スケジュール 等） 

（３）イニシャルコスト及びランニングコストの概算費用（見積書等） 

※オプション利用により価格が変動する場合は、標準仕様とオプション 

利用時の価格が分かるように記載すること 

（４）導入・実施の実績 

（５）会社概要 

（６）追加提案やその他有益となる情報 

 

 ＜情報提供を求める情報の例＞ 

 ・駅やテオテラスいでなどを起点として、町内外の人々が徒歩や自転車によ

り町内を周遊したくなるようなサービス 

 ・観光地において、その沿革や所縁のある人物、周辺の情報などを手軽に取

得し周遊することができるサービス 

※列記した内容は例として掲げたものであり、これらに限りません。 

 

 

４ 参加資格 

情報提供依頼に参加できる者は、次に掲げる要件のすべてを満たしている必

要があります。 

（１）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に

該当するものでないこと。 

（２）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立

てをした者にあっては再生計画の認可がされていない者、会社更生法（平

成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立てをした者にあっ

ては更生計画の認可がなされていない者でないこと。 

（３）参加する者及びその取締役、監査役、支配人、理事又はこれらに準じる

者の地位にある者が、井手町暴力団排除条例（平成２５年井手町条例第５

号）第２条第４号に規定する暴力団員等でないこと。 

 

 

５ 情報等の取扱い 

本 RFI において提供を受けた情報、資料等については、次のとおり取り扱い

ますので、ご理解のうえ、情報をご提供ください。 

（１）本 RFI は、今後、井手町が開催する有識者会議において周遊観光促進の
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取組を検討するに当たって、その前段階として、取組に有用な製品やサー

ビスの候補を把握するため、広く情報を得るための手段として実施するも

のであり、今後の調達実施の有無、調達を実施した場合における契約に対

する意味を持つものではありません。 

（２）本 RFI に対して、どのような提案を受けても、それをもって将来におい

て、製品及びサービスの導入を約束するものではありません。 

（３）情報提供を受けた提案、資料等については、今後、井手町が開催する有

識者会議での利用を除き、提供者に断りなく第三者に提供しないものとし

ます。（有識者会議の資料としてホームページ等での掲載もいたしません。） 

（４）提供者に対して、後日、井手町から提出された資料等の内容等について

照会又は追加の資料提供を依頼する場合があります。 

（５）本 RFIの実施に要する費用は、すべて提供者の負担とします。 

（６）本 RFIにおいて提供を受けた提案、資料等は返却しません。 

（７）情報提供を受けた情報については、今後調達を実施する場合において、

調達仕様書に反映する場合があります。 

（８）情報提供の有無によって、今後本町が行う調達での取扱いが有利又は不

利になることはありません。 

 

 

６ 資料の提出方法等 

（１）提案の単位 

同一事業者が、複数のサービスの提案を行うこととして差し支えありませ

ん。（提案数の上限は定めません。） 

（２）資料の形式 

・資料については、日本工業規格Ａ列４番（又はＡ列３番）で日本語によ

り作成の上、下記「８ 連絡先」に記載する提出先に、提出社名又は機

関等の名称、担当者氏名、担当者連絡先を明記し、郵送又は電子メール

にて提出してください。 

・電子メールで提出する場合については、「Microsoft Word 2016」、

「Microsoft Excel 2016」、「Microsoft Power Point 2016」（カタログ等

を添付する場合は、PDF形式による提出も可）で読み込み可能なファイル

形式で提出してください。（ファイル容量が大きい場合（合計 5MB 以上）

は、送信方法について事前に「８ 連絡先」までご連絡ください。） 

（３）提出期限 

   令和７年３月 19日（水）17時までとします。（郵送の場合は同日必着） 

（４）提出先 

   「８ 連絡先」のとおり 
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７ 本 RFIに関する質問 

本 RFIに質問がある場合は、以下の手順により行ってください。 

（１）質問方法 

別紙２の質問票に記載し、８に記載する照会先に電子メールにより提出

してください。件名については「RFIに関する質問」としてください。 

なお、電子メール以外の方法（来庁、電話、郵送等）での質問には、回

答しないものとしますので、ご理解ください。 

 

（２）質問受付期間 

   令和７年２月 21日（金）～ 令和７年２月 28日（金）までとする。 

 

（３）回答方法 

質問及び回答の内容については、井手町ホームページに、令和７年３月

５日（水）に掲載する。 

 

 

８ 連絡先 

井手町企画財政課（担当：西谷） 

〒610-0302 井手町綴喜郡井手町大字井手小字東高月８番地 

電話番号：0774-82-6162 

E-mail：kikaku@town.ide.lg.jp 

 


